










要約 川崎病急性期の皮膚生検組織を用いこの皮膚に浸潤する炎症細胞につき病理組織学

的,免疫組織学的検討を行った。皮膚病変は強い滲出性炎症を呈するが好中球浸潤は殆んど

認められず単核細胞の浸潤が真皮に認められることが特徴であった。浸潤細胞は主に活性

化した Leu3陽性Ｔ細胞と LeuM3 陽性マクロファージであった。また表皮 Keratinocyte に

HLA-DR 抗原を認めた。これらの所見は遅延型過敏症の病変と類似性を示すものと考えられ

た。 


